
抽出検査・会計経理等事務研修の実施結果について
Ⅰ　抽出検査の実施
　・農水省検査：H20.1.28(月)～H20.1.29(火)、　８地区(８市町村)
　・協議会検査：H20.2. 4(月)～H20.2.29(金)、１２地区(10市町村)
Ⅱ　検査内容
　・経理事務が適切に行われるよう、金銭出納簿、領収書、預金通帳で確認し、必要な指導
Ⅲ　抽出検査結果・指導事項等
　１　共同活動支援
　 (１)　金銭出納簿
　　　①　帳簿は当年度の交付金の収入から開始となること。
　　　　  ※　交付金の収入前の立て替え払いがあっても、立て替えた人に返した日の支出で整理する。
なお、既に作成済みの場合は、次年度からでよい。
　　　②　支出に係る活動実施日を備考欄に記載すること(簡素化前の様式の場合)。
　　　③　内容欄には、日当や購入した資材などの内容と数量等を分かりやすく、必要な範囲内で記載しておくこと。
　　　④　帳簿の最近整理日以降に予定される活動等のため現金を手持ちする場合は、金銭出納簿残高＝(現金残＋通帳残高)　となるので注意すること。
　　　⑤　領収書番号欄には、活動組織が領収書整理簿に振った通し番号を記載すること。
　　　　　※通帳の収入、支出順に付いている番号ではない。
　 (２)　領収書
　　　①　一部領収書に不備があったため、領収書の管理を徹底すること。
　　　②　領収書に通し番号を記入し、金銭出納簿に領収書番号を記入すること。
　　　③　品名、数量等が分かること。
　　　④　宛先は、活動組織名となっていること。
　　　⑤　日当支払い分は、個人ごとの領収書、参加者名簿へのサイン又は金融機関の振込通知書等で整理
　　　　　※12月に一括支払いしている場合などは、個人毎に活動日、活動時間を整理した表を整理しておく。
　　　　　※振込通知書では、振込手数料について、有無がわかるようにしておくこと。
　 (３)　その他
      ①　写真整理帳の写真には、その説明(実施年月日、活動区分、施設又はテーマ、活動項目等)を記載すること。
※写真の枚数は、作業日ごとではなく、活動項目ごと１枚でよい。
　　　
　２　営農活動支援
　 (１)　金銭出納簿
      ①　営農基礎活動支援(20万円/地区)と先進的営農支援(5割低減)の金銭出納簿は分けて作成すること。
　(２)　口座
　　　①　営農基礎活動支援交付金(20万円/地区)と先進的営農支援交付金(5割低減)は、別の金銭出納簿で管理すること。
　　　②　営農基礎活動支援(20万円/地区)と先進的営農支援(5割低減)の口座は分けることが望ましい。
議題（２）－③








